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（解） 

大円、小円の半径をおのおの𝒓𝟏, 𝒓𝟐とする。線分𝑶𝑶𝟐の長さを X とおき、三角形

𝑶𝑶𝟏𝑶𝟐に対し、3 平方の定理を適用する。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

上式の両辺を平方する。 

𝟒𝒓𝟏
𝟐 − 𝟒𝒓𝟏𝒓𝟐 + 𝒓𝟐

𝟐 =  𝟐𝒓𝟏𝒓𝟐 + 𝒓𝟐
𝟐 

𝟒𝒓𝟏
𝟐 − 𝟔𝒓𝟏𝒓𝟐 = 𝟎 

𝟐𝒓𝟏 = 𝟑𝒓 𝟐  

従って、小円の半径は、大円半径 r1=3/2 寸であるから、 

𝒓𝟐 =
𝟐

𝟑
𝒓𝟏 =

𝟐

𝟑
∙

𝟑

𝟐
= 𝟏 

となるので、小円の直径は𝟐𝒓𝟐 = 𝟐寸となる。 

 

（答 小円直径 2 寸） 

 

 

O O2 

O1 

r2 

r1 

𝑿𝟐 = (𝒓𝟏 + 𝒓𝟐)𝟐 − 𝒓𝟏
𝟐 

= 𝟐𝒓𝟏𝒓𝟐 + 𝒓𝟐
𝟐 

従って、 

𝑿 = 𝟐𝒓𝟏𝒓𝟐 + 𝒓𝟐
𝟐  ⋯ (𝟏) 

となる。また、図より、以下の関係があ

る。 

𝟐𝒓𝟏 = 𝑿 + 𝒓𝟐                       ⋯ (𝟐) 

(1) 式を(2)式に代入し、ｒ 2 について解

く。 

𝟐𝒓𝟏 − 𝒓𝟐 = 𝟐𝒓𝟏𝒓𝟐 + 𝒓𝟐
𝟐 


